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ごあいさつ
私たちの暮らしは、市と地域をつなぐ多数のボランティアの皆さまにより

支えられています。例えば、市と住民をつなぐ区長や自治会、地域防災を
担う消防団員、福祉で住民を支える民生・児童委員、地域スポーツを担う
スポーツ委員、そしてまちづくりなどに関わる各団体の役員や委員などなどです。

地域の公共的役割を担う方々の数は私の想像を超えるかもしれません。実に
多くの組織が、その何倍もの方々の協力により運営されています。

皆さまの日頃のご尽力に、深く感謝を申し上げます。

一方で、この半年は皆さまの声に触れる機会も多くありました。活動の現状を
知り、積極的に振返る機会を得ることができました。
   市町村合併から２０年。これまでと同じ考え方ややり方で、この先の二十年も
運営を続けられ る か 。 い ま こそ、 そ の あ り 方 を 見 直 す 時 期 に 来 て い る と
思います。

次代へと時代をつなぐため、最適な地域づくりを進めてまいります。そのために、
今できることを一歩一歩、皆さまと行動し続けてまいりたいと存じます。
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２０２5年
    ４月
   ２日 広報広聴委員会
   ５日 平和さくらまつり
   ９日 臨時会
１３日 長岡連区委員会
２６日 九区公職者会議
２７日 春の芸術祭

    ５月
   ６日 尾張大國霊神社例祭
   ７日 墨グアナファト州観光局主催イベント
   ９日 議会報告会準備&ちらし配り
１０日 祖父江地区まちづくり総会
１２日 祖父江町保全会長岡地区総会
１７日 議会報告会
１９日 創生会政策会合
２３日 観光協会総会
２４日 一般県道羽島稲沢線新濃尾大橋開通式
２９日 経済建設委員協議会
３０日 議会改革推進特別委員会

広報広聴委員会

    ６月
   １日 あじさいまつりオープニングセレモニー
   ２日 議員総会
   ５日 広報広聴委員会
   ８日 伊勢神宮式年遷宮 御神木奉迎送祝行事
   ９日 定例会開会
１２日 一般質問
１３日 一般質問
１５日 消防操法大会
１６日 一般質問
２０日 経済建設委員会
２３日 議会改革推進特別委員会
２４日 広報広聴委員会
２５日 定例会閉会
２８日 児童発達支援センターひまわり開所式

２０２５年
    ７月
   ７日 創生会政策会合
   ８日 広報広聴委員会
１２日 長岡奉賛会解散
            稲沢市青少年健全育成市民大会
            祖父江虫送り

   ８月
   ５日 戦没者追悼式
   ６日 創生会政策会合
   ７日 広報広聴委員会

   高校生議会傍聴
１５日 祖父江夏まつり
２３日 稲沢市議会意見交換会
            稲沢夏まつり
２５日 経済建設委員協議会
２９日 議会改革推進特別委員会

   ９月
   １日 議員総会
   ４日 広報広聴委員会
   ８日 定例会開会
１１日 一般質問
１２日 一般質問
１６日 一般質問
２２日 経済建設委員会
２８日 総合防災訓練
２９日 広報広聴委員会
３０日 定例会閉会

日々の活動

ときゆうこの挑戦

令和７年６月８日 ２０年に１度の 伊勢神宮式年遷宮 御神木奉迎送式典は厳かに執り行われました



質問 現在の状況 今後の方向性

農業に携わる方ごとに
農地利用の将来像を
示す地図を表示して
いるか？

農業者が耕作する農用
地全体を単色で表示。

農業者を色分けで
表示し、改定
していく。

とき ゆうこ登壇動画はこちら!

稲沢市議会動画配信 土岐優子 検索

政策と実績

1

市に働きかけ実現されたこと

本市の持続可能な農地利用を目的とし、令和７年９月定例会では「農業者等の
協議の場の開催」と「農業に携わる方ごとに農地利用の将来像を示す地図」の
二点について現在の状況と今後の方向性を質問したところ以下の点が実施される
ことになりました。

2

農業者及び関係者の協議の場開催実施状況と地図の改定を継続的に確認し、
持続可能な地域農業の推進に努めてまいります。

ときゆうこの挑戦

質問 現在の状況 今後の方向性

農業者や関係者が協議
する場の開催方法は？

いずれも文書による
協議。

対面での協議も検討
する。

•出産・子育て・教育の充実
·産後の母子健診を１回から２回に増やしました。（令和６年度より
実施）
·学校再編に当たっては、地域（校区）の住民が再編を検討する組織に
参加することを求めていきます。（着手令和５年／進行中）
·熱中症対策を全小中学校で交通安全対策や災害対策と同じレベルに
引き上げました。また、下校時の熱中症対策は見守り隊や地域と連携
して行います。（令和７年度より実施）

•多様性を認め合う社会づくり
•外国籍の市民がゴミ出しをし易いように情報を整備しました。
（令和６年度より実施）
•ゴミ出しをする時、支援が必要となる市民もみえます。その市民を
サポートする体制づくりを進めています。（着手令和５年／進行中）

•いつもまでも暮らしたいまちに
•健全な財政維持のため、事業の積極的な見直しを求めてまいります。
（着手令和６年／進行中） 注）合併により現在の稲沢市は平成
１７年に誕生しました。必要となる公共施設などの整備事業費
として、稲沢市には合併特例債の発行が認められました。この
特例債は事業費の９５％まで借り入れができ、毎年支払う返済金の
７０％を国が普通交付税として戻すというものです。しかし
合併特例債は令和７年度に終了します。事業規模の見直しや経費の
節約が必要となります。

振り返り
市議の任期は四年です。おかげさまで二年経過しました。これまでの
議会質問から施策実績を振り返ります。今後も皆さまの声を積極的に
市政に届けてまいります。よろしくお願い申し上げます。

現在の地図

改訂後イメージ


